
「『生きる力』を育む東上総の教育」の発行 

 

  

 

 

  

  

   

  

 

 

 

 令和３年度は、管内においても新型コロナウイルス感染第４波～第６波の影響を大きく受けま

した。令和２年度の管内教職員及び児童生徒の感染者は、３０名ほどに留まっていたのに対し、

令和３年度中には１，０００名を超える感染者が報告されており、学級・学年閉鎖のみならず臨

時休業を余儀なくされた学校もみられました。千葉県は、まん延防止等重点措置が解除されまし

たが、当面の間、ウィズコロナを踏まえた学校経営が求められることとなりそうです。 

 令和３年度、中学校でも全面実施となった学習指導要領は、「生きる力」を育むことを目標と

し、子供たちが未来を生き抜くための資質・能力を高めることを求めています。「主体的・対話

的で深い学び」を重視した授業改善や「カリキュラム・マネジメント」を確立して学習効果の最

大化を図ることなどを通して、この資質・能力を高めていこうというのです。 

 まさに、これまで経験したことのない課題に直面している現在、子供たちが今後の社会に適応

できる、また、未来に向けて課題を乗り越えることができる、そのために必要な資質・能力は何

か。自校の子供たちの状況をしっかりと見極めながら、今育成すべき力とはどのような力なの

か、学校教育に携わる者みんなで考え、少しずつ進んでいきましょう。 

 終わりに、今年度、皆様が「すべては子どもたちのために」御尽力いただきましたこと、東上

総事務所への御協力に感謝申し上げ、事務所だより最終号のあいさつとさせていただきます。あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

「令和３年度『生きる力』を育む東上総の教育」が、まもなく完

成します。 

 第１章では、学力向上に関する資料として、「形成的な評価の活

用」について、各教科における形成的な評価の具体例や授業実践例

等を掲載しています。また、第２章から第８章では、学校教育全般

にわたる今日的な課題について、管内の実情を踏まえて記述してい

ます。 

「令和３年度『生きる力』を育む東上総の教育」は、令和４年度

「第１回教育長会議・校長会議」（４月開催予定）で本冊とデータＣ

Ｄを配付する予定です。データＣＤは校内のサーバ等に保存して、

日々の授業づくりや校内研修等で御活用ください。 

 

 

 

 

九十九里浜 

「今なすべきことは・・・」  所長  鉄井 修一 
      



スクールリーダー養成研修会 
 

 

 

東上総教育事務所では独自の研修会として、「スクールリーダー養成研修会」を行っています。 

教員の大量退職・大量採用期の中、教員の指導力の向上は重要な課題であり、各学校の教育 

活動や研修の推進力となるリーダーの養成が不可欠です。この研修会は、若手教員を育成する 

スクールリーダーを養成することを目的としています。 

市町村教育委員会から推薦を受けた教員を対象に、年４回の研修を２年間に渡り実施して  

おりますが、令和３年度の受講生は、第７期目を迎えました。 

研修内容は、現代の教育課題や教育法規、授業研究等で、今年度は、いじめ・虐待防止の組織

的対応、特別支援教育の充実、綱紀粛正、道徳教育の充実、体育・健康・安全教育、公文書等の

取扱い、モラールアップ、１人１台端末の有効活用、全国学力・学習状況調査の分析と活用等々、

幅広く研修を深めています。 

 

 

 

千葉県教育委員会では、児童生徒が豊かな人間性やたくましい体を育み、一生を通して健康・

体力づくりを進めていくための意欲と方法を身に付けることを目的に、いきいきちばっ子「元気

アップ・プラン大作戦」コンクールを実施しています。学校・学級でより取り組みやすくなるよ

う、昨年度から「モデルプラン部門」と「学級みんなで部門」を統合し、「学級みんなでチャレ

ンジ」として実施してきました。 

今年度、東上総管内からは、以下の学校が受賞されました。また、受賞校以外にも東上総管内

では、多くの学校で活用がみられました。児童生徒のために、積極的な活用をありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

【奨励賞】 

東金市立東小学校     山武市立緑海小学校   大網白里市立増穂小学校 

九十九里町立九十九里小学校  横芝光町立横芝小学校  勝浦市立上野小学校 

いすみ市立長者小学校    大多喜町立西小学校   

茂原市立早野中学校    いすみ市立国吉中学校  いすみ市立大原中学校     

大多喜町立大多喜中学校  御宿町立御宿中学校 

いきいきちばっ子「元気アップ・プラン大作戦」コンクール 

                   

 昨年度から本格運用された「研修履歴システム Asttra」は、自ら学び続ける教職員を支援するこ

とを目的としています。以下のことを参考にして、次年度の運用がスムーズになるように準備を進

めてください。 

●年度末に行うこと 

①ログインできるかの確認 

・パスワード、秘密の目標を忘れた場合は、学校管理職に相談し、初期化してもらいましょう。 

●年度初めに行うこと 

 ①ログイン後、設定の変更・確認   

・1 年に 1 回、経験年数の変更、所属学校種、所属学校名、職種の確認を行いましょう。 

  ※行わないと、研修申込ができません。 

 ②研修申込 

・すべての研修は研修者本人が申込を行います。特に悉皆研修、推薦研修の該当者は、申込忘れが

無いように注意しましょう。 

  

 
まずはこのバナーをクリック 


